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Abstract:Lower Cretaceous bivalve faunas from the Southwestern Japan are divided into

the Tethian and Northern-Tethian Faunas. The Tethian Fauna is distribﾘted on the Ryouke

and Sangun Belts of the Inner Zone, and on the Sanbouzan and Shimanto Belts in the Outer

ZoneレThe Northern-Tethian Fauna is distributed on the Hida Belレof the Inner Zone, and

on the Chichibu Belt of the Outer Zone.　‥ト　　　＼　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　ト

　Those various distributions of the Tethian and Northern-Tethian Faunas are determineded

by the Tectonic move耳lent of two sorts of lateral faults√so-calledいKurosegawa and Maizule

Tectonic Belts, and the same movement of the Median Tectonic line. Twice subductional

movements of the Shimanto Belt, were also deeply concerned〉with the distributions. The

血mmarized outline ｏ･卜the historical development ofしthe Cretaceous Syst白皿in Southwest

Japan is illustrated in Fig.4.　　　　　　　　　　　上　　ニ　　　　‥　　　　　　･．

　＼Ｏｎthe Middle?　Turonian st昭e, the Tethian Fauna was suddenly changing into the

Circum-Pacific Fauna. Theイaunal change is probably suggested 仙ａt of the products of

tectonic event which had brought the change of an oceanむurrent√さhd was turned up nearby

the eastern continent of Asia.　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　ニ

キーワード：　西南日本　二枚貝相　テクトニックイペント

１）はじめに

二本邦白亜系からは，淡水・汽水.･極浅海・浅海・公海それぞれの生息環境を示す二枚貝が産出す

るト記載種だけでも580余種を数える（田代1992)レこ‥れらの産状と周辺の堆積相を観察すれば,･

化石相の形成過程を推定出来て，堆積環境の復元も可能になりレ本邦白亜系には内陸湖沼一陸棚か

らトレンチ堆積相までが広範囲に分布しているﾀﾞことが分かるレ　　　ニ　　　‥‥‥‥‥‥犬
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推定された堆積環境を白亜系の･

視点からプ=ﾛﾃﾞﾚﾄすれ=ば√整理された内容は本

映している]はずで=ある=．二枚貝は微化石やアjt

は違って二(例外も有り得るが)√¬-般心陸棚域j;

が少なく√さﾉらに白亜紀以降でぱ二枚貝巨休め

な

向=の移動

伺ト生物

地理区内でも地域的特徴が微妙に現れる動物群の士づ……と=なごヅ.与史いプ荻二………=万……=…………j……………ニ……万………ｹニ…………１……=ニj………=・　ニ=

　図1ﾉに示す様しに下部白亜系の二枚貝群ぱデチス

チス型二枚貝群集には厚歯二枚貝√ﾚCucullaea乱

達回しヤＳｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉｄ，Ａｃ飢観ｏｔｒｉｇｏれ1（１タ子プ

ではＥｇｎｉｉｏｄｏｎ。Ｃ贈lotｒａｐｅ多毎叫√人如口中伽ﾉ

型ではＧり'cymeris, Moれｏｂｅａｒ皿与どが多産仏

め，‥汽水生二枚貝では， 　Ｃｏｓｔｏりｒｅｎａ，

しﾐ類を多く含紅ﾚ(Ta幽1紬√1987……;一一.田･代,＼!993……;

　それぞれの二枚貝群は属レベ斗の構成では上記

で比較すﾚると汎世界的に同種とされでいる種群を

型の関係はよ恐らく同二生物地理区内での動物椙

は,ニほぼ同一地域比分布しているものの，

と思われる･（田代, 1985a, 1986).こめ

江藤(!987)∧と掃部・中沢(1989)∧も認めてい⑤が;:=.･

いない．プノ　　　　　　　　　　………　　…………=.･=･･.

　これらの動物群を構造区分に従って整理する古に△ﾂ

郡帯に位置レテチス北方型動物群は秩父帯①こ1………こi.ｻﾞt

父帯とﾚ記述する記述/も同じ)＼と飛騨帯万に位置寸巻=]y=万万(こ[1

に対して四万十･三宝山・領家・三部帯:は√相対的氷

帯と三宝山･=四万十帯にづいては，両者の具に存在す

1981 ;田代,し↓985a)ﾄを考えれば理解で言るレ……＼ﾉｹﾞﾄ………=万1

　領家・三郡と飛騨帯の間には舞鶴構造帯があ力ぐ

（小沢ほか√1985)を推定すれば両動物群の違いよ

構造線を挟んで西南白木外帯と=内帯と並列七ﾚた配

に形成された四万十北帯（平ほか,ニ1980)ﾚ＼に相当

は少なくとも，それ以前に形成さ:れていること辻

　秩父帯の白亜系はすルビアン以降力づンパ≠デン

タクシの地層群ﾀﾞ（外和泉j･御所浦11大野川く･ﾉｶ臣ji甫

層群や先外和泉層群の上位に重な羞様に分布して

アツ中期で一変し，非テチズ型の動物群になjる尚（

図２には本邦産白亜紀三角貝の全種と産出層序を
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づ　　、CRETACEOUS

Remarkablepointoffaunalchange ↓． 44 ↓ ゝ

Japanesetrigonianstages Ｉ・ Ｈ Ⅲ Ⅳ

Trigoniinae

Mがvnitrigoniasagawai(Yehara)

N. kikuchi･ana(Yokoyama)　　　　　　　　，

N. sakamotoensiバYehara)

N. sanchuensisMaeda

N. choshiensisMaeda

N,{>licataKobayashiet Nakano

N. tashiroiMatsuda

y. sp.by Tashiro(1990)

〃　　　　　　　　　　　　　　㎜

-

-

-

・-

Apiotrigoniinae

j?utitrigoniayeharai Kobayashi

Heterotrigonia(Heterc･trigmia]subovalis(Jimbo)

H. (H.) sa四面(Yehara)

H.{Na』９㎡卯

H. (Nak.) himenaunnsis Tashiro

Apiotri卯

λ.{A.)回向losa Nakano

λ.(A.) minor (Yabe et Nagao)

Å.{A.) obsoletaNakano

A. (A.) utoensis Tashiro

A. (A) cmssoradiata Nakano

A. (A) hetonaiana Tashiro

A.{?'A.)dubiaTashiro

A. (Micntrigonia) im耐asiバTashiro)

A. (M.) amanoi (Nakano)

A. (M.) postonodosa Nakano

･A.(M.) minimo (Nakano)

A. (M.) sp. by Tashiro (1976)
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Myophoreliinae

Yaadia ainuana (Yabe et Nagao)

Kμ夕･mica (Yehara)

r. feimi･rai(Kobayashi et Amano)

Y. obsoleta(Kobayashi et Amano)

Y. deckeina(Kubota)

Y. koskiかianaTashiro et Kanou

r. tanii Tashiro et Morozumi

?yj画師(Kobayashi et Amano)

・り４　　　　　　　　　　　　　ゾ→

-

　一

一　　-
　-
　-
　　-

図２：本邦白亜紀三角貝全記職種の産出層序
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Rerotrigoniinae

Pterotﾊﾟgmia (Pterotﾊﾟgmia印面IHfomis

　　　　　　　　(Yokoyasma) . . Type A

p.(P.) pocilliformis(Yokoyama) . . Type B

p.(P.) hokkaidoam (Yehara)

p.(P.) datemasamunei (Yehara)

Ｐべ[P.)yokiyamai ( Yehara)

p.(P.) saka妬心(Yehara)

p.(P.) kφijiensisTaraura

p.(P.) aff.yokoyamai (Yehara)

P.(?＆α涙･trigmia)imanishii (Nakano)

P(?S.) obsoleta(Nakano)

?.(?S.)hobeりasKii(Nakano)

PA?S.) sp. by Nakano (1957)

p-{?S.) toy･imai(Yehara)

p-(?S.) moriana (Yehara)

j).(?S.)pustulostt(Nagao)

?.(?S.□朗が�■a(Jimbo)

P{?S.) monobi･ana Tashiro et Kozai

p.(?S.) yeharai (Nakano et Numano)

p.(?S.) sp. by Tashiro and Matsuda (1986)

j).(?S.)kawaguchiensis Tamura

p. (Ptilotrigmia□回αkaiTashiro et Matsuda

p.{Ptil.)ogawai (Yehara)

Ｐぺ.PKl-d̂ilat>sa(Yehara)

P.(Ptil.)brevicula(Yehara)

ＰぺPtil.)mifunensis (Tamura et Tashiro)

p. {PHI.) mashikensis (Tamura et Tashiro)

p. (PHI.) higoensiバTamura et Tashiro)

p. tPHlA tamuTui Tashiro et Matsuda

p. (Ptil.)αmαhs朗sis Tashiro et Matsuda

p. (Ptil.)umiensis Tashiro et Matsuda

p-{PKl.)m伊田必･irensis Tashiro et Matsuda

Linotrigonia kitamurai Tashiro
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チュロニアン中期？で前一中期白亜紀の種群（テチズ型動物群）と後期白亜紀の種群（環太平洋型動物

群）が属・亜属の段階で入れ替わっていることを示す．十　　　　　　二　　　　才六
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科の構成まで変わっ=ていることを示しすいる;………j≒,∧ﾄ=………=..:･.j｡.

犬上部白亜系め下半部＼(ダル=ビアン末斯ニチムゾ辻≠プシケに

祖仁持つ種類であり，九州から北海道まﾉでぽば同卜の種|

配置を考え＼ると√ごれらは西南日本亡は四万十帯j]三宝L

上部白亜系上半部てチIユロニアン後期以降)∧寸土変ずるｿﾌﾟ

中期ま贈,＜全国的に同十の種群.で構成されjるト種群=ぱ北う

物群竹/ある＼(田代, 1985b)∠自亜紀末期首は九州ｙ/四国ﾉﾉ･･．

の
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　　　　　　　　　　　図４ ：西南日本を中心に考えた白亜紀以降の構造発達概念図

　Ｍ：舞鶴構造帯　　Ｋ：＼“黒瀬川構造帯”　　Ｄ ： 中央構造線　　Ｂ：仏像構造線　　Ｔ ： 安芸構造線

　Ｈ：飛騨帯（手取層群）　　Ｃ：秩父帯（物部川層群卜　　　　　　　上　　　Ｉ　　　　レ

十Ｒ ： 領家三郡帯（先外和泉層群・中九州白亜紀層）　しＳ ：三宝山帯（鳥巣層群・南海層群・外和泉層群）

　Ａ：四万十帯北帯　　Ｂ ： 四万十帯南帯　　Ｆ：領家噴出岩類＼　　　　ノ　　六　し

　丸印:ｹ宮古型二枚貝群　　Ｘ印：領石フローラ十物部型動物群l＼九星印土手取型フローラ十手取動物群

1::手取動物群と物部動物群の類似性べ田代・奥平1993)と両フロ¬ラ間の緯度的違い（木村・小花1986)

を示す．破線で示七た構造線は，この時点以前に既に横ずれ構造運動期にあったこと（松岡1987)を示す．

２：前期白亜紀の黒瀬川・舞鶴構造帯の横ずれ運動により,万相対的に北上してきた領家・三郡帯（関門層群）こ

と三宝山帯ト（鳥巣・南海層群）が，飛騨帯（手取層群）と秩父帯（物部川層群）と互いに同緯度近くに配列し

たにとを示す．丸印の宮古型動物群には厚歯二枚貝やオリビトすナ石灰岩の巨礁が発達．　　　　　十尚

３：黒瀬川・舞鶴構造帯の横ずれ運動の衰退と併せて，それら=と斜交しで生起したと考えられる中央構造線の

横ずれ運動が，これまでの飛騨帯と秩父帯，領家・三郡帯と三宝山帯を分割する．ノ　ト

４：相対的に中央構造線の東側は北上，中央構造線を挟んだ西南口木内帯と外帯の複列構造の形成が開始される．

５：内帯と外帯の複列構匙は，手取フローラと領石フレローラの同緯度的な接近と,＼九州山地に産出する宮古動

物群が，内帯と外帯では大きく南北に離れることが示されているいまた，古第三紀に生起し始める九州の堆積

盆の斜交と古領家の貫入．四万十帯北帯の斜め沈み込みサブダクショノン，三波川帯の上昇は，九州から四国の

白亜系の分布に複雑さを加える．　　　　　　犬　　　上　十　　ト　　　　　つつ　　　犬　　　　　：

６：新生代に入ると中央構造線は左横ずれのセンスから右横ずれのヤン:スに変わ芯と同時に，大洋側では四万

十帯南帯の沈み込みが追加され，中央構造線周辺は大陸側から太洋側への衝上帯がエシ？ン状に中央構造線か

/ら分枝し，九州南西部では宮古型動物群（先外和泉層群）が中央構造線の延長方向よりも南側に街上した分布

をしめす．また三宝山帯の北方延長にあると考えられる北海道の上部白亜系と九州・四国の上部白亜系の堆積

相の違いは，この図からも明らかである．



50

の地域に特徴的な種群が見らしれる様になるご,………これ万4ま万万白:万=j

細分化が進んできたもめと思われるレまた=

系下半部と重な⑤ているごとはもちろんであ

和泉層群櫛淵層や紀州の同層群鳥屋城層々)よﾚう

85b).白=，　十　………:　　　　　十　…………30b;.　==　　　･･　　　　　　　　　　　　　　　　　　……………=･トト……:………

幻＼こ枚貝群集と岩相から推定さヶれ゜る堆積環境くとｿﾃﾞｸﾉ==.ﾄ=J1万,･二,.万ズ.･j

　環境変化に敏感な二枚貝の特性･を=用いて

の白亜系め堆積環境＼.ニ堆積場の違い=:な才とを

の

　間違いなぐ汎世界的事変に起因すると考えらぐ

トトニアヅの海進と低酸素環境の拡大,＼ネオロ千

々二ナ1丿に力∇ﾝﾉすニアノ後期十マズトヶレヒシくｱﾉ

型両方jに共通する海退や海進ﾚ･低酸素海域φ拡1

察出来るソマストリヒシレアクの浅海生動

卓越など懲示される.j………＼ﾉ……j………=

　/極東での列島規模や生起したくど考えﾚられる事変七ぱ

帯北帯?上白亜系のアダビノアヤ以降カレントエデンまてた=のﾉ:

チj1ロl三丿ｙ÷フヰケジダ=ﾚ:の大成活動などが右画=;……::万I.･J･･j･:

州東北部め堆積層の欠如,トカツパ三ナレ以降lの九州丿

達･(加納迂か,ｹﾞ1988)……などがあか=(=図上ｎ.………1.==……=………ｿﾞﾉ＼:･.･.

アジ=ず大陸との対比上特に重要な事変ぱ,〉列島規

が,二こ＼れらがｖｖかなる地域的なﾉﾃﾞｸ∧トキッ＼ク･イドヅ

必要が:あるｙ

　レゴニアジアンヴサク下≒ケアン1は汎世界的な海

の堆積層の欠如（大野川層群）心｡･……九州東部かく

ている/｡＼中九州天草地方の√大野川層群に対比=

当する部分がレ四国では標高1500m級聯石槌吐

る（甲藤・平,ト1979)ト＼=この運動は大野川層群

帯の極浅海生プ分プナを示し大野川層群の動4?

部亜層群や和泉層群に共通する動物相を含むで

とも，ごの上昇運動と:無関係でﾌぱなｔyjとﾚ思われ乱ル］

∇しカンパ耳すヅ以降の東北・北海道地域丿回白亜系ｽは汎

いるめに，九井トし四国:の力∇シパ≠アダ以降でﾉは浅海成

交互するﾘﾉｽﾞ∇ﾐ=カノレなy堆積相ﾚを示している，こぬ事変

関係があると思われる七,＼ﾚ同収

ンども互いぱ関連し有づﾚていﾉる可能性があくる,……
I
………………:ﾍ,ﾚ…………=ｽ.

　また√海成層に観ら/れ石.火成活動の記録は白本海側

あしるトごの活勤め消長端っ横ずれ帯に斜交じで進行ﾉし:

カ学的デ‥ンジョン=の食い違い口耳因くしている可能性が
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　秩父帯白亜系（物部川層群）のアルビアンーカンパニアンまでの堆積層の途絶は，この期間には

秩父帯への海進は無く，秩父帯が当時の後背地を形成したごとを意味す1る．　十　‥‥‥　‥‥

上三宝山帯（鳥巣・南海ｉ外和泉層群）や領家ｉ三郡帯の白亜系（先外和泉層群･冲九州白亜系）

は,犬この間を含め後期白亜紀まで，ほぼ間断なく堆積している．　　　ニ　＼　十

　アルビアツの大スランプ相め発達は西南日本外帯（内帯では未調査）の下部白亜系全域に観られ

る．その時期は宮古海進期にあたり，低酸素環境を示す暗灰色泥岩が広範囲に観ﾀﾞられる∠¬般に急

激な海進に伴うスランプ相の発達は，浦川海進期のコニアシデ=ン後期ニサン：トニアン……（･九州や北海

道の，この時期の浅海生貝化石は何れもスランプに伴う含傑泥岩からのものが多い）に=も観られる

が，このアルビアンの規模には及ばない．また，低酸素事変も浦川海進時にも観察出来る犬（田代ほ

か, 1986)が，アルビアン1時よりもはるかに規模は小さいようである∠極東のアルビアンに=は汎世

界的海進の影響と同時に，この様な環境をさらに助長するようなテクド土ックな運動（例えば横ず

れ）］が組合わされている可能性がある.ト　　　　　　　　　　　　＼　二　　　　　　　　　十

　チュロニアヅ中期に観られるよう:な動物相の激変については,犬この低酸素環境の拡大とは余り関

係なく，その事変の修復後以降も，例えばセノマニアンの動物群がデプヂプンの動物群を,レマスト

　リヒシアンの動物群がコニアシアンーサントニアンの動物群をレそれぞれ先祖として発展している

　様に，動物群まで一変すると言う事はない（七かしサ碁の群集が大幅に後退し,犬新型の種群が勢力

　を増す爆発的現象は観られる：図３）．従って，チュロニアン中期に観られるテチス型から環太平

　洋型動物群の急変で代表される一大環境変化は，海水準の変化のみで説明することは出来ない．恐

　らく極東地域での海流系の変化を促すような，し例えばテチス海域め影響を遮断するような大陸的規

　模のデクト尚ックイベントを考える必要がある．　＼　＼　　　　　　　　　　　　　　＼　　　＼

　西南口木内帯と外帯の先白亜系岩体が,＼並列構造を持づと言う解釈については多ぐの･研究者が言

及していることであり，本論文ではこの配列が下部白亜系でも成り立つことを示してい:る．配列の

形成過程についではナップ・クリッペ説（例えば磯崎・板谷1991 )と横ずれ説（小沢ぽかレ1985:

Taira and Tashiro, 1987)で説明しようとする仮説が対立している．　　ニ

　ナップ説を取れば，飛騨帯白亜系手取層群と秩父帯白亜系物部川層群め植物相（ほぼ同時代のフ

ロＴラであることが最近確認された:し田代・奥平, 1993,いまだ最近高知大学生菊池直樹君が徳島

の物部川層群立川層士領石層相当：から草食恐竜イダグデノノドシ科の歯化石を見いだし,トさらに未公

表ながら，手取層群と物部川層群に共通する動物群の報告が追加されつつある）ﾀﾞの間に√二枚貝の

分解能･では証明し得ない緯度差を暗示する様な違いが存在する:y（木村・小花,寸986など）事（１），

当然途中途絶するはずの下盤にあたる三宝山帯の白亜系/（鳥巣・南海･＼外和泉層群）が間断なく堆

積している事‥（図５）（２），“黒瀬川構造帯”の範囲内に鳥巣層群とは一連の関係にあるジユラ1系，

例えば毛田層（松岡1987 : 耳飛田・加茂帯の鳥巣層群）や九州めジュラ系坂本層などがレンズ状に

存在するし，それらはしばしば河内谷や蔵宝院の三畳系jと接する事,ﾆつまり“黒瀬川構造帯”の範

囲内には三宝山帯と関連する地層群が混在している事千3),三宝山居群上に重なるジュラー上部

白亜系が複雑な走向性の断層で切られているのに対し,ﾉ秩父帯白亜系はオーテリビアン後期こアル

　ビデンまで比較的に整然と重なっている事(4),三宝山帯の下部白亜系と秩父帯の下部白亜系め

　動物相・岩相の違いが列島規模で九州から東北地方まﾆで追跡出来る事(5),そのナップの時期は

　連続して堆積している物部川層群のオーデリビアソーアルビアシまでの間には有り得ないこと（６）

　などの説明し難い事実が累積するよ　　　　　　　　　　　　　し　　　／　　犬　..･..･　　　　.．

　図４に揚げた構造運動推定モデルをもとに考察すると√白亜紀後半に活動を開始した中央構造線

の左横ずれ運動以前に“黒瀬川”・舞鶴構造帯（同－/の過去には連続七だ構造帯と考えて）∧の左横

ずれ運動は終息に向かいつつあり，その後，その構造帯をよぎる様に発達したと推定する中央構造
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泉層群の二枚貝相が南海層群の北方延長上にあ

池田, 1987トT臨れiro, 1990など)ﾉすﾉるこ1ともﾉ

かう==九=と]思われる部分が東北・北海道側々白亜
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４）まとめと謝辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　：　　　　　　‥士

　本論文では，各章のなかに白亜紀二枚貝群集の地域ごとの共通性や相違点をもとに，白亜紀以降

のテクトニズムの整合性について考察し，さらに√いくつかの問題点についても指摘した．紙面の

都合でそれらをまとめて列挙することは省略する．　　　　コ　　　　　　十　：　　　　　十

　本論文で記述したように，本邦白亜系の構造区分毎に異なる二枚貝群集の存在とその時間経過に

伴う変化や，群集解析から想定された大小の地質･/古生物学的事変は，白亜紀の汎世界ご極地的テ

クトニック事変を明瞭に反映しているはずである．今後は，これらの諸事実と√堆積学･<構造学的

事象とを突き合わせる事によって，それらの間の相閣関係をさらに正確心把握し，本邦白亜系の，

より緻密な地史を組み上げで行く必要がある．その地史学的I･古生物学的成果をもってすれば，構

造的にも類似七た中国大陸東部地域と本邦との対比を考える上に重要な資料を提供すyることになる

し，極東におけるイベント解釈法の提案ともなりうると考える．　　　　　　　　………　万

　本論文を草するにあたり神戸大学の波田重煕教授には地質構造学的立場から，高知大学岡村　真

教授には微化石層序学・海洋底の堆積学的立場から，また高知大学石塚英男助教授には変成岩岩石

学的立場から，同大学小玉一人助教授には古地磁気学的立場から，色々/と議論頂き，また貴重な御

助言を頂いた．これらの方々に紙面を借りて厚く御礼申しあげるレ　　ニ
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